
 

 

 

 

 

 

さわやかな秋晴れが続くこの頃です。一昨日の13

日には、１・２年生の生活科で、平戸へ校外学習に

出かけました。 

１年生は秋をさがしに、亀岡公園を散策しながら、

木の実やきれいな落ち葉を集めて回りました。大き

なドングリの木の下に、数えきれないほどの実が落

ちていて、歓声をあげながら拾い集めました。持ち

帰った袋いっぱいの実や葉は、飾りやおもちゃの材

料として後の学習に生かされることになります。 

2 年生は、商店街を回り、どういったお店がある

のか、お店の中の様子はどうなっているのかを見て

回りました。また、公共の場所でのマナーなどにつ

いても、回りながら学習しました。見学で立ち寄っ

たお店の中には、お茶を試飲させてくださるところ

もありました。地域の皆様のご協力にも感謝です。 

その後は、新しい遊具が充実した桜馬場公園で昼

食をとり、足湯に立ち寄り、フェリーで戻りました。

かなりの距離を歩き回り、足湯でゆったりした後に

乗った船内は、「ゆりかご」に近く、ほとんどの子が、

すやすや眠っての帰路でした。 

学習中の子どもたちを見かけると、声をかけてく

ださる地域や商店街の方が多くいらっしゃいました。

大島島内の皆さんと同様、平戸市全体で、子どもた

ちを大切に思ってくださっていることを改めて感じた校外学習でした。今回の学習に

関わりご協力いただいた皆様に、この場を借りて、厚くお礼を申し上げます。 

※26日には、３・4年生が社会科見学に出かける予定です。 

 

 
大島村の秋の一大文化イベント「ふるさとまつり」が 11月

10日にありました。小学生も、歌と群読でステージ発表を行

いました。学習発表会とは異なる屋外でのステージで、さらに

おなかから力いっぱい声を出して会場を盛り上げていました。 

また、大島の生産物を発送する箱に児童のイラストを印刷す

る取組があり、多数の児童が応募

してくれました。みごと採用され

た4名の表彰が、ふるさとまつりの開会行事の中でありました。

大島の自然や特産品を手書きで描いた、味のある子どもらしい

イラストでした。いつも学校を支えてくださっている地域のた

めに、少し恩返しができたのではないでしょうか。 

 受賞者には記念品が贈られました。 
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